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2．加藤拓川翁略年譜











































年齢 年次 加藤恒忠（拓川） 経歴・出来事 等
0 1859年 旧暦1月22日 松山市湊町4丁目19番にて，漢学者の父・大原有恒（観
山），母・（旧姓・歌原）しげの三男として幼名・忠三郎（後の恒忠）が
出生。
7 1867年 9月17日 長姉・八重の長男として正岡常規（子規）が松山にて出生。
11 1870年 伊予松山藩の藩校・明教館に入校。（秋山好古も入校。）
旧暦10月1日 長姉・八重に正岡律が松山にて出生。
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21 1880年 3月 甥・子規が松山中学校（旧・明教館）に入学。（1895年同校に夏目金之助（漱石）が
赴任。）
22 1881年 3月 「兵士の友」12号で廃刊となる。
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25 1884年 1月12日 インド洋，スエズ，マルセイユを経てフランス・パリに到着。
パリにおいて法科単科大学と私立政治学校に入学。
9月 甥・子規が大学予備門に入学。


















































































































































35 1894年 1月2日 スペイン王国イザベラ陛下に謁見。
5月18日 小松宮殿下が来着。




























40 1899年 4月17日 文官懲戒令に基づく文官普通懲戒委員を命じられる［辞令］。







42 1901年 2月4日 臨時勲功調査委員を命じられる［辞令］。




















44 1903年 4月13日 母・しげ死去（77歳）。
（原敬が大阪新報の社長となる。）








46 1905年 1月19日 万国海事会議委員（参列）を仰せ付かる［辞令］。
6月24日 勲三等瑞寳章が授賜される（定期叙勲）［官報6595号］。












































53 1912年 5月15日 衆議院議員任期満了。
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5月27日 貴族院議員（勅選）に選任［官報8680号］。
10月2日より九州出張，22日より四国出張（11月1日に道後に宿泊）。






























57 1916年 1月4日 白川福儀・北豫中学校長死去。これにより後任校長問題が生じ
る。






































































61 1920年 1月10日 チタに到着。
1月11日 グリゴリー・セミョーノフ（ザバイカルの統領）と会見，ラ
ムソンが同席。



































62 1921年 1月29日 議院商事会の晩餐に参加。








































































































1931年 1月31日 拓川會編『拓川集 日記篇 上』，同『拓川集 書簡篇』が発行される。
1932年 5月15日 拓川集の編著者の一人である内閣総理大臣・犬養毅が海軍の将校達により殺
害される。





























































サンドル・コルチャーク（Alexander Kolchak ; Александр Васильевич Колчак），
チタ民団代表，ザバイカルの統領であるグレゴリー・セミョーノフ（Grigory
Mikhaylovich Semyonov, Григо´рий Миха´йлович Семёнов），そして，ロシア移
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